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社会福祉法人 向日市社会福祉協議会
京都府向日市寺戸町西野辺1番地の7

向日市福祉会館内

TEL.０７５-９３２-１９６０ FAX.０７５-９３３-４４２５

No.1211

　社協まつりでは、向日市社会福祉協議会と地域の福祉関係団体（ボ
ランティアグループ・ふれあいサロン・地区社協・福祉施設）が、
日ごろの活動をＰＲしたり、作品の展示・販売を行います。
　また、模擬店や人形劇、ビンゴゲームなどもありますので、ご家
族やご近所おそろいで、ぜひお越しください。

社社協協まつまつりり

平成２２年１１月７日（日）午前１０時～午後３時

場  所  向日市福祉会館（向日市寺戸町西野辺１崖７）

主催／向日市社会福祉協議会　　後援／向日市・京都新聞社

お問合せ　９３２崖１９６０

入場
無料

●ちびっこ鉄道模型

●ボランティア団体・福祉団体によ

る展示・舞台発表

●サロン展示体験

●福祉施設・団体作品展示販売

●福祉用具展示販売

●野菜販売

●キッズルーム　楽しいおもちゃが
いっぱい

●ミニステージ（オカリナ・民謡・
合唱・ハーモニカ・手話合唱・ハ
ンドベル）

●模擬店　午前１０時～
　やきそば、カレー、おでん、フラ
ンクフルト、コロッケ、からあげ、
おむすび、スーパーボールすくい、
ヨーヨーつりなど
●人形劇　午前１０時３０分～　『京芸』
●落　語　午前１１時５０分～
●パネルシアター　午後０時４５分～
●マジックショー　午後１時４０分～
●ビンゴゲーム　素敵な景品多数あり
●もちつき　午後０時～
●オリジナルハンカチ作成

内　　容

第３回社協まつり

ポップコーン無料券
午前１０時～午後２時

先着５００名

き
り
と
り

きりとり

駐車場には限りが
ありますので、徒
歩や自転車、車の
相乗り等のご協力
をお願いします。

第３回
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社協会費へのご協力ありがとうございます

　

多
く
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
の
も
と
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
社
協
会
費
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
会
費
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
う
え
で
、貴
重
な

財
源
と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合　計賛助会員
一口５,０００円

名誉会員
一口１０,０００円

特別会員
一口３,０００円

一般会員
一口５００円

地区名

８７９,２００９,０００８７０,２００物 集 女

１,５９２,９００１０,０００４８,０００１,５３４,９００寺 戸

３８７,５００１０,０００２４,０００３５３,５００森 本

４５３,３００１５,０００４３８,３００鶏 冠 井

５２４,８００５４,０００４７０,８００上 植 野

１５６,５００１０,０００１５,０００１３１,５００向 日

２０３,５００１０,０００９,０００１８４,５００西 向 日

１５３,５００１０,０００１２,０００１３１,５００向 日 台

７３０,０００７３０,０００そ の 他

５,０８１,２００７３０,０００５０,０００１８６,０００４,１１５,２００合　計
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ッ
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院
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院
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医
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一
般
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企
業
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有
馬
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化
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（
株
）

五
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建
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（
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い
そ
の
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宅

い
な
も
と
印
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ヴ
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有
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光
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平成２２年８月３１日現在

社協会費へのご協力ありがとうございま社協会費へのご協力ありがとうございますす

特
別
会
員

賛
助
会
員

（単位：円）平成２２年度　社協会費募集報告

平
成　

年
度  

特
別
会
員
、名
誉
会
員
、
賛
助
会
員 

２２

（　

音
順
、

５０敬
称
略
）

名
誉
会
員

平成２２年度社協会費実績報告
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樺

竃

株

蒲
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兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

恒田　三千雄　様 ３０,０００円
匿名 １００,０００円
匿名 １０,０００円

善意のご寄付ありがとうございました。
（平成２２年５月２０日～平成２２年９月１６日）

お
せ
ち
料
理
配
食
の
お
知
ら
せ

あ
た
た
か
い
お
正
月
を

迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

　７月３１日（土）、「子ども映画会」（２
回上映）を開催したところ、親子連れ
など計８１０名の参加者がありました。
　この映画会は、福祉に興味、関心を
持ってもらえるよう開催したもので、
市内の福祉活動の紹介や指文字をデザ
インした下敷きの配布も行いました。
　参加者からは、「子どもと一緒でも参
加しやすい雰囲気で映画を楽しむこと
ができました」という感想をいただき、
家族一緒に楽しめる行事として、夏の
思い出の一つになったと思います。

家
族
一
緒
に
映
画
鑑
賞

＊
応
募
方
法

　

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、①
回
答
②
氏
名

③
住
所
④
今
回
号
で
特
に
関
心
が
あ
っ
た

記
事
（
複
数
回
答
可
）
⑤
「
福
祉
パ
レ
ッ

ト
」を
読
ま
れ
た
感
想
を
書
い
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

＊
締
め
切
り

　

平
成　

年　

月　

日
（
火
）
ま
で
必
着

２２

１１

３０

＊
送
り
先

　

〒
６
１
７－

０
０
０
２

　
　
　

向
日
市
寺
戸
町
西
野
辺
１
の
７

　
　
　

向
日
市
福
祉
会
館
内　

総
務
係

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 
９
３
３－

４
４
２
５

　下記の２つのイラストには、まちがいが５つあります。
さがしてこたえてください！

まちかどウォッチン
まちがいさがしクイズ

市内在住で７０歳以上のひとり暮
らしの方対象者

２,０００円料　金

６寸１段（４,０００円相当）内　容

配食を希望される方は、お住まい
の地区担当の民生委員を通じて
お申込みください。
※１１月１日（月）～１２月８日（水）まで

申　込

くらしの資金（冬季）のお知らせ
　疾病や失業等により、一時的にお金のやりくりに困った
り、緊急に資金を必要とする世帯のために、「くらしの資
金」の貸付相談を受付けます。

１２月１日（水）～１４日（火）　午前９時～午後４時
（土・日曜日を除く）◎要予約

１世帯あたり１０万円以内

●ご相談は、地域福祉係（電話９３２－１９６１）まで。

受 付 期 間

貸付限度額

くわしくは地域福祉係までお問合わせください。

撮影：平成２２年７月３１日（土）
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異
常
に
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、流
れ
る
雲
や
通
る
風
に

秋
を
感
じ
ま
す
。
読
書
の
秋
、
運
動
の
秋
、
食
欲
の
秋

…
な
ど
、一
年
の
中
で
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
の
到
来
で

す
。

　

し
か
し
、
夏
の
疲
れ
た
身
体
に
、
気
候
の
変
化
が
重

な
っ
て
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

　

消
化
機
能
の
弱
っ
た
胃
腸
や
、睡
眠
不
足
に
よ
る
体
力

の
低
下
、屋
内
外
の
温
度
差
に
よ
る
自
律
神
経
の
乱
れ
な

ど
に
よ
り
、身
体
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

元
気
に
秋
を
迎
え
、
楽
し
む
た
め
に
は
？

①
食
事

　

胃
腸
の
働
き
が
弱
っ
て
い
ま
す
。

　

規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、温
か
い
も
の
を
良
く
噛

ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
入
浴

　

シ
ャ
ワ
ー
で
は
身
体
の
疲
れ
は
取
れ
ま
せ
ん
。　

度
４０

前
後
の
お
湯
で
入
浴
し
、
身
体
を
温
め
、
体
力
を
回
復

し
ま
し
ょ
う
。

③
体
温
調
節

　

室
温　

度
前
後
を
目
安
に
、温
度
調
節
で
き
る
服
装
で
、

２０

お
腹
や
下
半
身
を
保
温
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
薄
着

に
慣
れ
る
と
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

④
運
動

　

涼
し
く
な
る
と
汗
を
か

か
な
く
な
り
ま
す
。
体
内

元気に秋を過ごしましょう！

に
疲
労
物
質

が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
、
軽
い
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
で
適
度
に
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
力
や
食
欲
を
き
ち
ん
と
回
復
し
、
い

ろ
い
ろ
な
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　個人や団体の登録を随時受付けていま
す。初めての方には体験プログラムがあ
ります。興味のある方はお気軽にご相談
ください。
主なボランティア活動の例

　高齢者の話し相手、ゴミ出し協力、介
護施設やデイサービスでの活動、ふれあ
いサロン等。

当センターではボランティア活動を推進するために、さまざまな事業を行っています。

ボランティア登録受付中

　ボランティア入門講座の開催、
ボランティア活動の紹介や相談を

受け付けています。

ボランティアを始めたい方には！！

情報提供や活動助成、ボランティア同士の交流会、
研修会による活動の支援を行っています。
活動拠点としてボランティア活動ルームの

利用ができます。

ボランティア活動中の方には！！

　例えば…
高齢者の見守りや話し相手、ゴミ出しのお手伝い、
イベントのボランティア、障がい児・者への

支援のボランティアを紹介します。

ボランティアが必要な方には！！

福祉教育の講師としてボランティアを派遣します
（福祉とボランティアの出前教室）。万が一の事故や

ケガに備え、ボランティア保険の
加入手続きができます。

ボランティアを広げるために！！

ボランティア活動ルーム
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「福祉とボランティア」出前教室

　

市
内
の
福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
き
っ

か
け
」
が
な
い
と
言
わ
れ
る
方
、

こ
の
機
会
に
普
段
の
生
活
で
は
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
経
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

く
わ
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

学
生
向
け
（
高
校
生
以
上
）

　

進
学
や
就
職
で
福
祉
や
介
護
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方

勤
労
者
向
け

　

福
祉
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
・

社
会
貢
献
し
た
い
方

シ
ニ
ア
向
け

　

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
が

ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
方

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
心
と
体
を

動
か
そ
う
！

【
参
加
対
象
】　

市
内
在
住
、在
学
、

在
勤
の
方　

※
高
校
生
は
保

護
者
の
同
意
書
が
必
要

【
参
加
費
】　

無
料
（
た
だ
し
、
食

費
・
交
通
費
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
代
は
実
費
）

　高齢者を訪問し、話し相手や見守りをすることで、
孤立を防ぎ、不安や寂しさを理解し、高齢者の気持
ちに寄り添う活動を行う「地域サポーター」という
ボランティアがあります。
　この講座では、地域サポーターの養成を目的に、地
域でできるちょっとした活動や個別ニーズの対応等に
ついて講義やディスカッションを交えて学びます。
　この機会に、地域での支えあいについて一緒に考
えてみませんか？
　一回だけの受講も可能です。是非ご参加ください。
場所：向日市福祉会館３Ｆ大会議室
　　　　（※１２月１０日のみ市民会館の予定）
時間：午後１時３０分から４時まで

定員：３５名（先着順）
お問合せ・お申込み先は

　向日市社会福祉協議会ボランティアセンターまで
ＴＥＬ９３２崖１９６１

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
０
」参
加
者
募
集

～
み
ん
な
笑
顔
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！　

新
し
い
出
会
い
を
見
つ
け
よ
う
～

プ
ロ
グ
ラ
ム（
活
動
先
）に
も
よ
り
ま
す
が
、

概
ね
３
日
間
以
内
の
体
験
で
す
。

３
つ
の
コ
ー

３
つ
の
コ
ー
スス

　向日市社協ボラン
ティアセンターでは
登録ボランティアや
福祉事業・団体の職員、
当事者を講師として
派遣する出前教室を
行っています。
　お申込みは、開催日より１か月前までにお願いしま
す。プログラム内容に応じて講師を紹介させていた
だきます。
　なお、日程等によりご希望に沿えない場合もありま
す。
対象：小学校、中学校、高等学校、ＰＴＡ、子ども会、

　自治会、事業所、本会賛助会員
プログラム例

お問合せ・お申込みは

　向日市社会福祉協議会ボランティアセンターまで

ＴＥＬ９３２崖１９６１

ただいま、申込み受付中！！

点字（点字体験・当事者講話）①
アイマスク（アイマスク体験・当事者講話）②
手話（手話体験・当事者講話）③
車椅子（車椅子体験・当事者講話）④
要約筆記（ＯＨＰ体験・当事者講話）⑤
セラピードック（講話・実演）⑥
その他福祉・ボランティアに関する講習会（体験学習）など⑦

講　師内　　　容日　時回

同志社大学社会福祉
学科講師
永田　祐さん

「地域で高齢者のくらしを考える」
～地域・ボランティア活動で支えあ
う仕組みづくり～

１１月１１日（木）１

京都府社協職員他市
町の高齢者見守り活
動実践者

「京都の高齢者見守り隊事業について」
～高齢者の孤立を防ぎ、地域のつ
ながりを築く～

１１月１８日（木）２

向日市社協職員、向
日市の高齢者見守り
活動実践者

「向日市の高齢者見守り活動について」
～地域福祉の実践と課題に
ついて～

１１月２５日（木）３

佛教大学保健医療技
術学部　教授
赤松　智子さん

高齢者の生きがいを支援しよう
～認知症（精神障害）の基礎知識と
作業療法～

１２月２日（木）４

龍谷大学社会学部臨
床福祉学科　教授
村井　龍治さん

高齢者の自立支援へのアプローチ
～高齢者とのコミュニケーションと
関係づくり～

１２月１０日（金）
※市民会館に
て開催

５

市高齢介護係職員、
警察署職員、消防署
職員

「活動にあたってのセルフマネジメント」
～高齢者を見守るリスクと対応につ
いて～

１２月１６日（木）６

同志社大学社会福祉
学科講師
永田　祐さん

「地域づくりを展開するために」
～公助・共助・互助・自助の仕組み
を仕分けする～

１２月２４日（金）７

※５日以上受講された方には修了証を発行します。

日程と内容
地域サポーター養成講座のご案内
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認知症フォーラムを開催します。お気軽にご参加ください。

　

現
在
、
向
日
市
の　

歳
以
上
の

６５

人
口
は
、
約
１
万
２
千
人
で
す
。

そ
の
う
ち
約
１
千
８
百
人
の
方
が

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と

す
る
方
が
、
可
能
な
限
り
、
自
分

ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
在
宅
と
施

設
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
制
度

で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
に
、
通
所
施
設
や
、
短

期
間
施
設
に
泊
ま
っ
て
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
次
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
在
宅
で
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

毅
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

毅
訪
問
入
浴
介
護

毅
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

毅
訪
問
看
護

毅
居
宅
療
養
管
理
指
導

◆
施
設
に
通
っ
て
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス

毅
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

毅
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

◆
短
期
間
施
設
に
泊
ま
っ
て
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス

毅
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

毅
短
期
入
所
療
養
介
護
（
医
療
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◆
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

毅
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入

毅
住
宅
改
修

毅
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

毅
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）

毅
介
護
老
人
保
健
施
設

毅
介
護
療
養
型
医
療
施
設　

等

　

ま
た
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
や

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
の
介
護
保

険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
に

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」の
作
成
を
通
じ
て
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保

険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
そ
の
方
の
心
身
の
状

態
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
「
最
近
、体
が
し
ん
ど
く
な
っ
て

き
て
、
思
う
よ
う
に
家
事
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
。」、「
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

で
、
人
と
交
流
し
た
り
、
身
体
を

動
か
し
た
り
す
る
機
会
を
作
り
た

い
。」、「
最
近
、
足
腰
が
弱
っ
て
き

た
の
で
、
玄
関
や
浴
室
に
手
す
り

を
設
置
し
た
い
。」な
ど
の
お
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

居宅介護

支援センター

  
一
緒
に

  
考
え
ま
す
！

あ
な
た
ら
し
く
、自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
…
。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

日　時　平成２２年１２月１７日（金）午後１時３０分から４時

会　場　向日市民会館ホール
内　容　①講演
　　　　　「本人・家族支援を中心とした認知症ケアと

　　　　地域づくり」

　　　　　講師　認知症介護研究・東京研修センター
　　　　　　　　　　　　　　研究部副部長　永田　久美子さん
　　　　②オープンミーティング
参加費　無料　　　　　　定　員　４００人
申込先　向日市地域包括支援センター
　　　　　　ＴＥＬ：０７５崖９２１崖１５５０、ＦＡＸ：０７５崖９３３崖４４２５

この事業は「認知症総合対策事業」とし
て京都府から委託を受けて開催します
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　ホームヘルプセンターは、毎年「利用者アンケート」を実施し、質の高いサービスが提供できるよう努め
ています。

　　○実施期間　平成２２年５月２４日（月）～平成２２年６月１９日（土）

　　○対　　象　１８７名（すべての利用者） 　　○回　　答　１３２名（７０.６％）

質問　ヘルパーの言葉遣いや態
度、気遣い、誠実に丁寧
に仕事をしていますか。

改　　　善意見・要望
一度の引継で確実に援助ができない場合はサービス提供責任者が同
行訪問し、行き違いのないようにします。

ヘルパーの引継でたまに行き違
いがある。

介護保険と社協独自の「院内サポートサービス（３０分、５００円）」を利
用できる場合がありますので、ケアマネジャーにご相談ください。

ひとり暮らしなので、医療機関へ
の通院に付き添ってほしい。

介護保険では実際のサービス提供時間ではなく、利用者の居宅サービ
ス計画（ケアプラン）に定められた目安の時間を基準としています。

サービスの時間はどのような基
準ですか。

介護保険対象外のサービスについては、本人に関することや、本人の
自立支援及び生活の質の向上を目的とした生活援助や身体介護の
サービスを検討しています。

介護保険外のサービスを利用す
るシステムはありますか。

ホームヘルプサービス「利用者アンケート」の結果

質問　ヘルパーの援助に満足し
ていますか。

質問　要望や苦情、改善の取り
組みができていますか。

質問　ヘルパーの援助を受ける
ようになって、変化があ
りましたか。 



８

　向日市社協の広報誌「福祉パレット」は、市民の皆様から寄
せられた善意の「赤い羽根共同募金」の配分金を財源として、
年に３回（３月・７月・１１月）発行しています。
　今後も市民の皆様に関心と親しみを持って読んでいただけ
るよう、紙面の充実に努めてまいりたいと思っておりますの
で、「福祉パレット」に対するご意見やご感想、ご要望等があり
ましたら、お気軽にお寄せください。

932崖1960総 務 係
932崖1961地 域 福 祉 係
932崖1990障がい者地域生活支援センター
921崖1550地域包括支援センター
931崖3294デイサービスセンター
932崖1968ホームヘルプセンター
931崖3030居宅介護支援センター
931崖3322福 祉 会 館

お
問
い
合
わ
せ
先

向日市社協の広報誌「福祉パレット」に関するお知らせ

（愛称：むつみん）
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向
日
市
社
協
で
は
、
市
内
で
社
会
福
祉
に
携
わ
っ

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

そ
の
方
の
社
会
福
祉
活
動
の
内
容
等
を
ご
紹
介
す
る

「
こ
の
人
に
聞
く
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ぼ
ち
ぼ
ち
」
の
連

絡
代
表
の
石
井
恵
さ
ん
に
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Part 17

子育てサークル「ぼちぼち」

連絡代表

石井　恵さん

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

石
井
さ
ん
は
、
小
学
校
教
諭
と

し
て
約　

年
間
、
勤
務
さ
れ
て
い

１５

ま
し
た
が
、
次
女
が
出
産
時
の
早

期
胎
盤
剥
離
で
、
脳
性
麻
痺
を

患
っ
た
の
を
機
に
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
４
人
の
子
ど
も
の
母

親
と
し
て
子
育
て
を
し
、
家
族
の

協
力
を
得
な
が
ら
特
別
支
援
員
と

し
て
小
学
校
へ
勤
務
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
６
年　

月
に
子
育
て

１２

サ
ー
ク
ル
「
ぼ
ち
ぼ
ち
」
を
結
成

さ
れ
、
連
絡
係
代
表
と
し
て
障
が

い
児
の
家
族
と
と
も
に
、
向
日
市

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ク
ル「
ぼ
ち
ぼ
ち
」の 

活
動

　

２
０
０
６
年
療
育
施
設
に
通
う

送
迎
バ
ス
の
中
で
、「
い
つ
で
も
情

報
交
換
の
で
き
る
集
ま
り
が
あ
っ

た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
。」と
い
う
話

か
ら
、
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
は
、
５
家
族
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
、　

家
２２

族
と
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
（
肢

体
、
知
的
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
）、
苦

労
や
悩
み
は
よ
く
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
親
同
士
が
理
解
し
合
え
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
の
集
ま
り
で
は
、
情
報

交
換
、
近
況
報
告
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ケ
ア
、勉
強
会
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
、
遠
足
（
乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
）

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、

家
族
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
、
家
族
間
の
交
流
も
図
っ
て
い

ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
「
ぼ
ち
ぼ
ち
」
の
自

慢
は
、『
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
』
で

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

つ
ま
で
も
続
き
、
親
や
家
族
が

ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の 

ま
ち
づ
く
り

　

石
井
さ
ん
に
「
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
？
」
と
お
聞
き
す
る
と
、「
ひ

と
り
ひ
と
り
が
、
障
が
い
児
（
者
）

の
こ
と
を
正
し
く
知
り
、
理
解
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に

も
定
期
的
に
障
が
い
児
（
者
）
が
、

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
積
み
重
ね
が
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
親
亡
き
後
の
障
が
い
者
の
生

活
を
考
え
る
と
、
と
て
も
不
安
に

な
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
を
か
か
え
る
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
障
が

い
児
を
預
か
っ
て
い
た
だ
け
る
施

設
（
就
学
前
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
一
時
保
育
・
乙
訓
圏
域
で
の

療
育
施
設
）
の
充
実
と
環
境
整
備

も
必
要
で
す
。」

　

ま
た
、「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
か
か
え
る
家
族
は
、
ど
う
し
て

も
そ
の
子
中
心
の
生
活
を
お
く
り

が
ち
で
す
。
そ
の
中
で
も
大
切
な

の
は
、
兄
弟
姉
妹
の
心
の
ケ
ア
で

す
。
兄
弟
姉
妹
が
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
感
じ
、
悩
み
、
か
っ
と
う
し

て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

最
後
に
、
向
日
市
社
協
へ
期
待

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
「
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
場
と
親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ

る
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。


